
大阪府立母子保健総合医療センター手術棟（増築）建設工事

発注仕様書等、低入札関係書類に対する
質問等への回答

平成24年5月18日

地方独立行政法人 大阪府立病院機構
大阪府立母子保健総合医療センター



発注仕様書

頁

1 入札説明書 7 8 (2) 調査基準価格

調査基準価格は直接工事費・共通仮設・現場
監理・一般管理のいずれかの数字が一つで
も下回った場合、調査対象となるのでしょう
か。

建設工事における調査基準価格について
は、総額に対する調査基準価格を設定して
おり、直接工事費及び諸経費等について、
それぞれの調査基準価格は設定していま
せん。

2 入札説明書 7 8 (3) 失格基準価格

失格基準価格は直接工事費・共通仮設・現場
監理・一般管理のいずれかの数字が一つで
も下回った場合、失格対象となるのでしょう
か。

建設工事における失格基準価格について
は、総額に対する失格基準価格を設定して
おり、直接工事費及び諸経費等について、
それぞれの失格基準価格は設定していま
せん。

3 発注仕様書 7 3 基本条件
外観デザイン、平面計画の変更は認めないと
記載がありますが、構造の変更は可能でしょ
うか。

主体構造の構造種別は基本的にRC造、架
構形式は純ラーメン架構とし、変更は不可
とします。ただし、片持ち梁など、必要に応
じ部分的にPRC造を用いることや、型枠材
の省力化のため、その他のRC部材を、
ハーフPC化することなどは可とします。な
お、部材断面などは、実施設計で適正に調
整していただくこととします。

4 発注仕様書 31
第
2
章

第3
節

第3 補足事項
ＮＴＴ・情報引込の盛替工事において負担金
が発生する場合の費用は別途と考えてよろし
いですか。

ご理解のとおりです。

5 発注仕様書 2 4 業務期間

平成26年3月25日ならびに平成25年2月28日
までと指定されていますが、これ以前であれ
ばいつでもよいとの理解でよろしいでしょう
か。

事前準備工事及び手術棟増築工事は、1ヶ
月程度の短縮は可能とします。

6 発注仕様書 2 4 業務期間

手術棟増築工事は平成26年3月25日までに
引き渡しをすればよく、実施設計業務が平成
25年2月28日以前に終了する工程でもよいと
の理解でよろしいでしょうか。

手術棟増築工事は、１ヶ月程度の短縮は、
可能とします。実施設計業務は、仕様書の
通り平成25年2月28日までとします。

No. 資料名
該当箇所

タイトル 質問
項

回答
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発注仕様書

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

7
発注仕様書
別紙3-1

工事車両進入・
退出路

病院裏手道路より進入し、病院表側に退出す
るワンウェイにて通行すると理解しますが、こ
れを変更することは可能でしょうか。

進入、退出とも病院裏手道路のみとしま
す。

8

第三者に及
ぼした損害に
かかる説明
事項

補償費の負担

手術棟の施工に伴い通常避けることのできな
い事由等により、第三者に対する賠償が発生
した場合については、本業務の受託者と母子
センターが、定められた割合でその費用を負
担する。またファミリーハウスの施工に伴い通
常避けることのできない事由等により、第三
者に対する賠償が発生した場合については、
ファミリーハウス新築工事の受託者と母子セ
ンターが定められた割合でその費用を負担す
る、との理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

9

第三者に及
ぼした損害に
かかる説明
事項

別途工事との関
係

上記質疑後段の場合においては、本業務の
契約者は、第三者への損害処理に関する窓
口業務を担うだけであると理解でよろしいで
しょうか。

第三者に対する損害が明らかになった場
合は、代表受注者が第三者と交渉を行うこ
とになります。

10

第三者に及
ぼした損害に
かかる説明
事項

代表受注者届

第三者に及ぼした損害補償を、本契約と関係
の無い企業と連帯して責任を取ることは、通
常ありえないことと考えております。この条件
を削除して頂けないでしょうか。

削除はしません。
手術棟とファミリーハウスは、工事期間が
重複し責任が不明瞭になると考えられるた
め、補足文章「第三者に及ぼした損害にか
かる説明事項」に基づき処理することとして
います。なお、事後調査の時期について
は、本工事完了後の平成26年6月頃と考え
ています。

11 入札書 様式9-1
委任状を提出してある場合には、代表者氏名
の印は必要ないとの理解でよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。
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発注仕様書

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

12 入札内訳書 様式9-2
代表者職氏名とは、委任状にて指定した代理
人名との理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

13
技術提案資
料表紙

様式10
代表者職氏名とは、委任状にて指定した代理
人名との理解でよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁

14 事前準備工事 E01
電気設備工事
全体配置図

別館送りアもイと同様に接続替えと考えてよ
ろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

15 事前準備工事 E01
電気設備工事
全体配置図

上記アの幹線が電灯２回線となっています
が、内１回線は動力幹線と読み替えてよろし
いでしょうか。

どちらも電灯幹線です。（図面通り）

16 事前準備工事 E01
電気設備工事
全体配置図

上記ア並びイの接続替えの時間帯は別館の
電源、情報機能、防災機能など建物としての
機能が停止状態となります。事前の作業計画
を立案する中で短縮は図ってまいりますが、
前提条件として考えてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

17 事前準備工事 E01
電気設備工事
全体配置図

ＮＴＴ引込線盛替え（ＮＴＴ工事）時には電話交
換機接続替えを行うので、全館の電話機能が
停止します。携帯電話などで対応されるもの
と考えてよろしいでしょうか。

電話引込線盛替えについては、母子セン
ターが申請を行い、各電話回線業者にて施
工するため、電話不通時の対応について
は、母子センターと各電話回線業者で協議
を行います。

18 事前準備工事
A-
24,37,38

トレンチピット部の山留やステップ図による仮
設の図面があります。この仮設は指定と考え
て宜しいでしょうか。御指示ください。

参考図とします。（任意仮設）

19 事前準備工事 B-04

託児所において、内部床版下地業において、
防湿ｼｰﾄ t0.15 ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｨﾙﾑ断熱材 t25
ｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑ が必要と考えて宜しいでしょう
か、御指示下さい。

保育室のうち、埋め戻し部分（X2-X3、Y2-
Y3間）については、お示しのとおりとしま
す。

回答No. 資料名
該当箇所

タイトル 質問
項
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

20 事前準備工事 -
室名札、建物名称等のｻｲﾝが必要であれば
詳細を御指示下さい。

不要です。

21 事前準備工事
GEN-
02,07,A-
10

託児所陸屋根について、建築物概要及び特
記仕様書ではｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ複合塗膜防水と
なっておりますが、矩計図1ではFRP防水と
なっております。特記仕様書を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

22 事前準備工事 GEN-11

ﾒｰｶｰﾘｽﾄに記載の、再生木ﾙｰﾊﾞｰ及びｶﾞﾗｽ
庇について、託児所等の図面に見当たりませ
ん。今回該当無しと考えて宜しいでしょうか。
必要であれば詳細を御指示下さい。

今回該当無しです。

23 事前準備工事
GEN-
11,A-17

ｶﾗｰｱｽﾌｧﾙﾄ舗装について、特記仕様書では
密粒度となっておりますが、外構詳細図では
粗粒度となっております。特記仕様書を正と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

外構詳細図を正とします。

24 事前準備工事 A-12,17
託児所主出入口の南側及び西側の舗装は部
分詳細図(1)のｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

25 事前準備工事
GEN-
11,A-14

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装について、外構詳細図では
100×200×60となっておりますが、特記仕様
書のﾒｰｶｰﾘｽﾄでは148×148となっておりま
す。外構詳細図を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

特記仕様書を正とします。

26 事前準備工事 A-12,17
雨水排水管について、外構詳細図にて、取付
管VUφ150､250とありますが、使い分けを御
指示下さい。

VUφ250は雨水会所A8から既設雨水枡ま
でとします。

27 事前準備工事 A-11,12

ﾃﾗｽ～園庭の排水溝について、平面詳細図
ではW300となっておりますが、矩計図2では
W150となっております。平面詳細図を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

28 事前準備工事 A-11,17

ﾃﾗｽ～園庭の排水溝の地業について、外構
詳細図ではt100となっておりますが、矩計図2
ではt60となっております。外構詳細図を正と
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

29 事前準備工事 A-19
仮設救急入口庇の基礎4箇所については、基
礎周囲の既設土間ｺﾝｸﾘｰﾄ撤去の上、基礎新
設で宜しいでしょうか。詳細を御指示下さい。

既設土間コンクリートは撤去せずに、基礎
新設とします。基礎配筋は、タテヨコ共Ｄ10
＠150、既設土間コンクリートにあと施工ア
ンカー＠100（Ｍ10）とします。

30 事前準備工事 A-18 駐輪場上屋のﾒｰｶｰ品番を御指示下さい。 ヨドコウ ＹＯＫＲタイプ 同等品とします。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

31 事前準備工事 -
特記無き限り、床ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え部分の増
打ちｺﾝｸﾘｰﾄの厚みはt10と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

32 事前準備工事 -
特記無き限り、水廻りのｼｰﾘﾝｸﾞの仕様は、ｼﾘ
ｺﾝ1成分系 10×10と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

ご理解のとおりです。

33 事前準備工事 -
特記無き限り、ﾎﾞｰﾄﾞの出隅は、塩ビと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

34 事前準備工事 A-05

仕上表にて、EPS･DSの仕上が記載されてい
ますが、PSの仕上が記載されておりません。
PSは仕上無しと考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

ご理解のとおりです。

35 事前準備工事 -
特記無き限り、建具戸袋面の納まりは、石膏
ﾎﾞｰﾄﾞ12.5+部屋仕上と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

36 事前準備工事 A-03

天伏図、保育士室において、H1100の下り天
井が有りますが、仕上は壁仕上に倣い、壁紙
+PB12.5、見切縁は無しと考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

37 事前準備工事 A-16
部分詳細図(3)において保育室(東面)にて、見
切縁が記載されていますが、寸法が記載され
ていません。御指示下さい。

d20×h30とします。

38 事前準備工事 A-11

矩計図2、X4通において、PL-1.6がLGS裏に
記載されていますが、範囲が記載されており
ません。保育室の外壁面全面と考えて宜しい
でしょうか。部分的場合範囲御指示下さい。

保育室の外壁面全面とします。

39 事前準備工事 -
特記無き限り、造作材の樹種は米栂上小節、
無公害木材保護塗料と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

40 事前準備工事 A-12
保育士室において、袖壁が記載されています
が、小口にW129×D25の木製の竪枠を見込
むと考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

41 事前準備工事 A-05

仕上表のﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの欄において、木製と
記載されていますが、厚みが記載されていま
せん、t=25と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

42 事前準備工事 A-05

仕上表に記載のﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽにて、ｽﾁｰﾙと
木製の2種類記載されておりますが断面寸法
が記載されていません。特記仕様書ﾕﾆｯﾄ及
びその他工事16ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸ
ｽに倣いΠ-W120×H80と考えて宜しいでしょ
うか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

43 事前準備工事 A-03､05

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽにて、天伏図に凡例が記載され
ておりませんが仕上表付属品に記載の部屋
にﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽを見込むと考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

44 事前準備工事 -
ｽﾁｰﾙ製ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの厚みが記載されてい
ません。t=1.6と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

ご理解のとおりです。

45 事前準備工事 A-05

便所他にて、ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄの立上りが記載され
ていますが、立上り端部に見切縁が必要と考
えて宜しいでしょうか。仕様、寸法、表面仕上
を御指示下さい。

ご理解のとおりです。
塩ビ製、Ｈ23.5×Ｄ5.0とします。

46 事前準備工事 A-13-2
調理室1展開図において、下り天井が記載さ
れていますが、仕上は天井に倣うと考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

47 事前準備工事 A-12

平面詳細図、玄関2～廊下の納まりにて、廊
下側が+150と記載されておりますが、仕上表
では、玄関･廊下共SL-30FL±0と記載されて
おり相違しています。仕上表を正と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

48 事前準備工事 A-14
上記質疑の関連にて、分詳細図(1)、玄関2
上框では、H150となっていますが、t=20程度
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

上框は、不要です。
床見切材（黒御影石）ｗ50×ｔ20とします。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

49 事前準備工事 -
耐火被覆にて、図面上指示がございません
が、今回は無しと考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

ご理解のとおりです。

50 事前準備工事 A-10

L1にて、LGS100型と記載されていますが、範
囲は、保育室に接する間仕切、折版屋根に達
する、4ｍを超える間仕切と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

51 事前準備工事 GEN-08

特記仕様書･金属工事⑤の、軽量鉄骨壁下
地にて、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ関連室は電気亜鉛ﾒｯｷにｳ
ｲｽｶ対策を行う。と明記されていますが、ｺﾝ
ﾋﾟｭｰﾀｰ関連室とは、どの部屋になるのでしょ
うか。部屋名御指示下さい。

該当する部屋は、ありません。

52 事前準備工事 A-04

仕上表(共通事項)･幅木(2)にて、幅木防塵塗
床で、壁がLGS下地の場合、ｺﾝｸﾘｰﾄを巾木
高さまで立ち上げる。と記載されております
が、幅はW=100程度と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

53 事前準備工事 -

仕上表にて、ﾋﾟｯﾄの仕上が記載されておりま
せん。以下と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。
床・・・ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝
壁･梁・・・打放補修のまま
天井・・・断熱材

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

54 事前準備工事 A-11

矩計図2･保育室床にて、嵩上げ軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ
が記載されていますが、強度が記載されてい
ません。LC18N 軽量1種 比重1.85、内部に
6φ-100×100のﾜｲﾔｰﾒｯｼｭを見込むと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

55 事前準備工事 A-12

便所廻りの間仕切に遮音の指示が有りませ
んが間仕切内にｸﾞﾗｽｳｰﾙ t=50 32kg/m3充
填、四周処理ｼｰﾘﾝｸﾞ AC-1 10×10を見込む
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

原設計とおり、遮音は不要とします。

56 事前準備工事 A-10
矩計図1-B及びC断面詳細図Y2通り、4通りに
て、鉄骨梁～間仕切の納まりが不明です。詳
細御指示下さい。

受材取付用ピースＬ-100×75×7
受材 □-100×100×4.5
留めとします。

57 事前準備工事 A-10

矩計図1-ｲ部詳細図に層間塞ぎ部分にて充
填材と有りますが仕様はﾛｯｸｳｰﾙ充填
W45×H50と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

58 事前準備工事 -

ゴミ置場廻りの間仕切にて、ALC間仕切が記
載されていますが厚み、工法が記載されてい
ません。厚みt100 竪貼 取付E種と考えて宜し
いでしょうか御指示下さい。

ご理解のとおりです。

59 事前準備工事 -
以下のﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい。
・無機質壁紙
・防塵塗床

・無機質壁紙：リリカラ スーパー強化+
汚れ防止LW7584 同等品

・防塵塗床：ABC商会 カラートップA
同等品

とします。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

60 事前準備工事 A-5,12

乳児室仕上表備考欄に記載の手洗い（壁掛
け洗面器）の工事区分は設備工事と考えて宜
しいでしょうか。又、病児用便所の幼児用手
洗いも設備工事と考えて宜しいでしょうか。建
築工事であればﾒｰｶｰ、品番を御指示下さ
い。

工事区分は、設備工事です。
Ｃ07図を参照下さい。

61 事前準備工事 A-14
部分詳細図(1)ＳＫ棚ですが、掃除道具室に
1ヶ所必要と考え、Ｗ巾はＷ700と考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

62 事前準備工事 A-15
部分詳細図(2)システムキッチン２の設置場所
及びメーカー、品番を御指示下さい。

設置場所は、調理室内です。
クリナップ、システムキッチンクリンレディ同
等品とします。

63 事前準備工事 A-5
便所の洗濯パン及びシーリングは設備工事と
考えて宜しいでしょうか。建築工事の場合仕
様を御指示下さい。

建築工事とします。
・洗濯パン TOTO-PWP800NW同等品とし
ます。

64 事前準備工事 A-12
消火器ボックスの仕様、及びヶ所数を御指示
下さい。又、消火器本体は設備工事と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

消火器ボックスは、設置不要です。
消火器本体は、別途とします。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

65 事前準備工事
A-12
A-16

下記項目に、ﾒｰｶｰ､品番の指定有りましたら
御指示下さい。
・保育室：大人用手洗いカウンター
・保育室：幼児用手洗いカウンター
・便所：幼児用手洗い
・沐浴槽

・保育室：大人用手洗いカウンター
： ABC商会 フラップ同等品

・保育室：幼児用手洗いカウンター
：ABC商会 フラップ同等品

・便所：幼児用手洗い
：ABC商会 フラップ同等品

・沐浴槽：TOTO幼児用シャワーパン
PFS1100同等品

とします。

66 事前準備工事 -
化粧鏡300φに枠は必要と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
（Ａ－１５図）

67 事前準備工事 -
既存仕上にｱｽﾍﾞｽﾄ含有建材は無いものと考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

天井ボード材、床 塩ビタイルがアスベスト
含有建材です。

68 事前準備工事 GEN-12

改修特記仕様書内装改修工事11ビニル床
シートにて、色柄が無地と柄物の2種類に※
がありますが全て無地と考えて宜しいでしょう
か。違いましたら無地と柄物の各々の範囲御
指示下さい。

全て無地とします。

69 事前準備工事 A-20
戸袋ﾊﾟﾈﾙ面の納まりは戸袋ﾊﾟﾈﾙ+GB-
R12.5+部屋仕上と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

両面ボード貼り収納タイプとします。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

70 事前準備工事 -
特記無き限り、ﾎﾞｰﾄﾞ出隅は、ﾋﾞﾆﾙｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

71 事前準備工事 A-22
解剖室床防水の納まりは塗床+保護ﾓﾙﾀﾙ+
塗膜防水+均しﾓﾙﾀﾙと考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

72 事前準備工事 A-22
解剖室仕上表備考欄にて、床排水:ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ
と記載されていますが範囲及び詳細が不明
です。御指示下さい。

73 事前準備工事 -
上記質疑に関連しますが排水構内部の仕上
は防水ﾓﾙﾀﾙと考えて宜しでしょうか。御指示
下さい。

74 事前準備工事 A-20
患者･家族休憩室天井にて、天井下地共撤去
されていますがﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ廻りの仕上が不明で
す。壁仕上に倣うと考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

床排水溝及び床排水グレーチングは、不
要です。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

75 事前準備工事
A-20、
20-1､22

改修後仕上表更衣室の天井高がH=2300と
なっていますが更衣室(改修後平面図、展開
図、天井伏図)ではH=2500と相違しています。
更衣室は平面図、展開図、天井伏図H=2500
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

ご理解のとおりです。

76 事前準備工事 A-20､22
PS・DS内の仕上が不明です。床･壁･天井仕
上無しと考えて宜しでしょうか。御指示下さ
い。

新設標本保存室と同様の仕上です。

77 事前準備工事 Ａ-20
開口塞ぎ新設ＲＣ面の納まりはﾓﾙﾀﾙの上部
屋仕上と考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

78 事前準備工事 A-20
X10～11通り病理室にて、建具枠から撤去し
ていますが病理室側に影響範囲があると思
われます。病理室の仕上を御指示下さい。

既存標本保存室と同様の仕上です。

79 事前準備工事
A-20、
21

X11通り～左の廊下にて、平面図では工事範
囲外の凡例ですが天井伏図では工事範囲内
と相違しています。天井のみ工事範囲内と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

80 事前準備工事 -

下記のメーカー・品番有りましたら御指示下さ
い。
・ビニルクロス
・二重床

・ビニルクロス：防火１級標準品
・二重床：フクビ化学工業 プラ木レン

7Ａ型同等品
とします。

81 事前準備工事 A-18
腰壁ＲＣ面は打放し補修のままと考えて宜し
いでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

82 事前準備工事 -
防塵塗床のメーカー・品番有りましたら御指
示下さい。

ＡＢＣ商会 カラートップＡ 同等品としま
す。

83 事前準備工事 -
合成樹脂塗床のメーカー・品番御有りました
ら御指示下さい。

ＡＢＣ商会 ケミクリートＥ流しのべコーティ
ング工法 同等品とします。

84 事前準備工事 A-24

B部詳細図c部断面詳細図にて、ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰ
ﾄ内壁両端が排水溝(W=100)の様な図になっ
ておりますが仕上が不明です。防水ﾓﾙﾀﾙと
考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

塗床とします。

85 事前準備工事 -
VSの仕様は改修特記仕様書に倣うと考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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事前準備工事

頁
回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

86 事前準備工事 Ａ-08

AD-4に関しては、建具符号はAD(ｱﾙﾐ)ですが
建具及び枠の材質はｽﾁｰﾙとなっています。
建具符号をＳＤ-1と読み替えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

87 事前準備工事 Ａ-08.09

ＬＳＤ-1について、建具表でｶﾞﾗﾘ寸法が
100×1500とありますが、姿図ではφ300程度
となっています。姿図を正と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

88 事前準備工事 -
押出し成型板に取付く建具について、枠廻りﾓ
ﾙﾀﾙ詰めは必要と考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい。

ご理解のとおりです。

89 事前準備工事 -

建具廻り及びｶﾞﾗｽ廻りｼｰﾘﾝｸﾞの仕様は下記
のように考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。
建具廻り:MS-2 ｶﾞﾗｽ廻り:SR-1

ご理解のとおりです。

90 事前準備工事 GEN04 2 7 仮設事務所
工事事務所を既存建屋をお借りして利用する
ことは可能でしょうか？

既存建屋は、利用できません。工事エリア
内に仮設事務所を設置することとします。

91 事前準備工事 GEN04 2 1 工事用駐車場
作業員用駐車場は敷地内に借地は可能で
しょうか？

敷地内は、工事エリア内のみ利用可能とし
ます。

92 事前準備工事 GEN13 10
既存建築設備改
修に伴う工事

解体工事、改修工事について、既存備品類
の撤去・移動・処分の費用は、別途としてよろ
しいでしょうか？

ご理解のとおりです。

93 事前準備工事 GEN13 9
環境配慮改修工
事

アスベスト除去について、含有調査・分析費
用及び撤去・処分費用と共に別途としてよろ
しいでしょうか？

本工事とします。（図示のとおり。）
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回答No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項

94 事前準備工事 B-04 託児所 伏図

託児所 伏図のＲ１階梁床伏図で、ＤＳ１が記
載されておりますが、デッキコンクリートの強
度及びスランプ値が不明です。基礎、地中
梁、１階床に倣いＦｃ－２４Ｎ及びＳ－１５と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

Fc21、S15とします。

95 事前準備工事 A20
解剖室・霊安室
平面図・建具表

新設ＲＣ壁Ｗ１５０の配筋が不明です。Ｄ１０
＠２００シングルクロス、端部１－Ｄ１３と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

屋内については、D10@150シングルクロ
ス、屋外に面する箇所については、
D10@100シングルクロスとします。端部につ
いては、ご理解のとおりです。

96 事前準備工事 A20
解剖室・霊安室
平面図・建具表

新設ＲＣ壁Ｗ１５０で、既存躯体との取合部は
接着系アンカーＳＤ２９５Ａ Ｄ１３ Ｌ２０ｄ＋８
ｄと考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
ただし、ナット付きとします。また、既存躯体
との接合部には、割裂補強筋（6φ@50、ス
パイラル径75φ）を設けてください。

97 事前準備工事 A20
解剖室・霊安室
平面図・建具表

既存トップライト塞ぎで、新設スラブは厚み１８
０ｍｍ、Ｄ１３＠２００ダブルクロスと考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

98 事前準備工事 A20
解剖室・霊安室
平面図・建具表

既存トップライト塞ぎで、既存スラブとの取合
部は接着系アンカーＳＤ２９５Ａ Ｄ１３ Ｌ２０ｄ
＋８ｄと考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

当該部分は、あと施工のスラブではなく、プ
レートのみで塞ぐ計画としていますので、新
設スラブはありません。
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該当箇所
タイトル 質問

項

99 事前準備工事 A19
仮設救急玄関・
救急車車庫計画
図

既存ＲＣ壁開口要領に開口補強筋及びあと
施工アンカーが記載されておりますが、詳細
が不明です。下記のように考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
○開口補強筋 ２－Ｄ１３
○あと施工アンカー ２－Ｄ１６

以下のとおりとします。

開口補強筋：4-D13
あと施工アンカー：4-D16

100 事前準備工事 A19
仮設救急玄関・
救急車車庫計画
図

土間コンクリートは厚み１５０ｍｍ、Ｄ１０＠２０
０シングルクロスと考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

ご理解のとおりです。

101 事前準備工事 A-11 矩計図２
矩計図２の保育室の床仕上において「断熱材
ｔ３０」と記載されていますが、仕様について記
載されておりません。御指示下さい。

A-14図を参照してください。

102 事前準備工事 A-5 仕上表

仕上表において、倉庫５及びゴミ置き場の壁
仕上について「吹付塗装」と記載されています
が、仕様について記載されておりません。御
指示下さい。

薄付け仕上塗材
可とう形外装薄塗材E 砂壁状 とします。

103 事前準備工事 A-5 仕上表
仕上表において、天井見切縁について「Ｗ
（米栂）」と記載されていますが、断面寸法に
ついて記載されておりません。御指示下さい。

ｗ20×ｈ30 とします。
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該当箇所
タイトル 質問

項

104 事前準備工事 A-5 仕上表

仕上表において、付属品のＢＢ欄において、
木製のカーテンボックスが記載されています
が、寸法について記載されておりません。Ｗ１
２０ｘＨ８０程度と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

ご理解のとおりです。

105 事前準備工事 GEN-8 特記仕様書

特記仕様書（建築２）のタイル工事において、
託児所ライニング壁のタイルの仕様が記載さ
れていますが、下地について「ケイ酸カルシウ
ム板＋石膏ボードＴ１２．５」程度と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

A-14図を参照してください。

106 事前準備工事 GEN-10
A-
5

特記仕様書
仕上表

特記仕様書（建築４）のユニット及びその他工
事内のカーテンボックスにおいて、「アルミニ
ウム製 押出し型材」と記載されていますが、
仕上表では木製及びスチール製のみ記載さ
れており相違しております。スチール製をアル
ミ製に読み替えて考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

仕上表を正とします。

107 事前準備工事 GEN-5 工事区分表

工事区分表において、カーテン及びブラインド
について建築工事と記載されていますが、仕
様について記載されておりません。御指示下
さい。

工事区分表で別途と記載済です。

108 事前準備工事 D01 解剖室の床仕様
事前準備工事の解剖室の床仕様ですが、改
修の為、防水は難しいと考えます。乾式仕様
と考えて良いですか。

質問№71のとおりとします。
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109 事前準備工事 GEN14 託児所
地上部のコンクリート強度はＦｃ２４・Ｓ１８と考
えてよろしいですか。

Fc21、S15とします。

110 事前準備工事 GEN14 インフラ整備

躯体コンクリートの仕様は下記と考えてよろし
いですか。
コンクリート強度 － Ｆｃ２４・Ｓ１５
セメント種類 － 高炉セメントＢ種

ご理解のとおりです。

21/53



基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁

111 基本設計書 A-43 仮設工事
手術棟地下工事の山留計画は地盤アンカー
工法で考えれば宜しいでしょうか。

山留計画については、提案によることとし
ます。

112 基本設計書 A-43 仮設工事
仮設山留壁は残置するものと考えてよろしい
でしょうか。

仮設山留壁は、撤去とします。

113 基本設計書 A-43 仮設工事
山留支保工として地盤アンカー（残置式）を設
置してよろしいでしょうか。

山留支保工についても、提案によることとし
ます。但し、地中に残地物が残らない様に
配慮してください。

114 基本設計書 D-06 設計GL 手術棟設計GLの標高はいくらでしょうか。 設計ＧＬは、ＴＰ+72.8ｍです。

115 基本設計書
GEN-7
D-4.11

9 1

R階屋上床防水の仕様が下記の様に相違し
ます。特記仕様書を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
□特記仕様書:
断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水 AI-2工法
□矩計図:
ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ複合塗膜防水

116 基本設計書 GEN-7 9 1

R階屋上防水保護ｺﾝｸﾘｰﾄの仕様が不明で
す。下記の様に考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。
ⅰ).厚み:t80
ⅱ).溶接金網:φ3.2-50×50
ⅲ).伸縮目地:@3000

矩形図を正とします。
ゴムアスファルト複合塗膜防水のため、防
水保護コンクリートは、ありません。

No. 資料名
該当箇所

タイトル 質問
項

回答
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

117 基本設計書 GEN-7 9 1
R階屋上防水立上り乾式保護板の仕上が不
明です。素地仕上と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

乾式保護板はなしとします。

118 基本設計書 D-4.11
矩計図では屋上等ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄに防水ｱｺﾞの記載
がありませんが、RFL+600の位置に防水ｱｺﾞ
を見込んで宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

119 基本設計書 D-4

R階屋上室外機置場に設備基礎のような記載
があり、ﾊｯﾁﾝｸﾞがあるものとないものと2種類
ありますが、共に設備基礎と考えて宜しいで
しょうか。その場合、それぞれの基礎形状は
下記の様に考えて宜しいでしょうか。
ⅰ).ﾊｯﾁﾝｸﾞ有り:H300、ｱｺﾞ無し、
押えｺﾝより立ち上げ
ⅱ).ﾊｯﾁﾝｸﾞ無し:H600、ｱｺﾞ有り、
躯体より立ち上げ

送風機基礎：アゴ無し
1350x750x200Hx2箇所
1100x750x200Hx2箇所
1000x700x200Hx6箇所

OACP基礎：アゴ有り
2500ｘ600ｘ500Hx44箇所

PAC基礎：アゴ有り
6300x600x500Hx10箇所

給湯機、貯湯タンク基礎：アゴ有り
3600ｘ600ｘ500Hx4箇所
2700ｘ600ｘ500Hx2箇所

排煙ファン基礎：アゴ無し
2100x1100x200Hx1箇所

高架水槽基礎：アゴ有り
6200x600x500Hx2箇所
5700x600x500Hx2箇所

とします。

120 基本設計書 D-4

R階屋上室外機置場ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ基礎の員数
が不明です。@6000程度 計20ｹ所と考えて宜
しいでしょうか。 ご理解のとおりです。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

121 基本設計書 D-4
屋上等に丸環の記載がありませんが、不要と
考えて宜しいでしょうか。必要な場合、施工範
囲及び仕様と併せて御指示下さい。

原則不要とします。

122 基本設計書 D-4

塔屋屋上の防水の仕様が不明です。下記の
様に考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
1).床:露出断熱ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
2).露出ｱｽﾌｧﾙﾄ防水、
乾式保護板無し

ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ複合塗膜防水とします。

123 基本設計書 D-4.11

下記ﾙｰﾊﾞｰ下地鉄骨の部材ﾒﾝﾊﾞｰが不明で
す。御指示下さい。
1).R階室外機置場:ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ
2).車寄廻り:ﾃﾗｺｯﾀﾙｰﾊﾞｰ
3).ﾊﾞﾙｺﾆｰ廻り:ﾃﾗｺｯﾀﾙｰﾊﾞｰ
4).階段廻り:ﾃﾗｺｯﾀﾙｰﾊﾞｰ

別途送付する別図を参照ください。

124 基本設計書
GEN-9
D-6.11

外壁吹付ﾀｲﾙの仕様が下記のように相違して
います。立面計画方針.特記仕様書を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
□特記仕様書:複層塗材RE
□立面図.矩計図:複層塗材E

立面図、矩計図を正とします。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

125 基本設計書 D-6.11

ﾊﾞﾙｺﾆｰ手摺の仕様が下記のように相違して
います。矩計図を正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。
□立面図:ｽﾁｰﾙ
□矩計図:ｽﾃﾝﾚｽ

ご理解のとおりです。

126 基本設計書 D-6

階段について、段床の詳細が不明です。
CHPLと考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

ご理解のとおりです。
仕上は、亜鉛メッキのままとします。

127 基本設計書 D-11
ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ床仕上が不明です。ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕
上と考えて宜しいでしょうか。異なる場合、そ
の仕上を併せて御指示下さい。

ご理解のとおりです。

128 基本設計書 D-9

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ床及び天井の仕上が不明です。
下記の様に考えて宜しいでしょうか。また、救
急車駐車ｽﾍﾟｰｽの同仕上と考えて宜しいで
しょうか。併せて御指示下さい。
1).床:ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上
2).天井:LGS+ｹｲｶﾙ t=6.0+EP-G

ご理解のとおりです。

129 基本設計書 GEN-8 13 4

樋及びﾄﾞﾚｲﾝの施工範囲が不明です。1ｹ所/
ｽﾊﾟﾝ程度で適宜見込むと考えて宜しいでしょ
うか。また、GLから先の排水経路が不明で
す。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
排水経路は実施設計の検討事項としてくだ
さい。現況については、別途送付する別図
を参照下さい。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

130 基本設計書 GEN-7 8 4

特記仕様書 8.押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事におい
て、外壁ﾊﾟﾈﾙが適用となっていますが、施工
範囲が不明です。不要と考えて宜しいでしょう
か。必要な場合は、施工範囲を併せて御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

131 基本設計書 GEN-7 9 5

特記仕様書 9.防水工事に設備配管立上り塗
膜防水 X-1とありますが、施工範囲が不明で
す。不要と考えて宜しいでしょうか。必要な場
合は施工範囲を併せて御指示下さい。

ご理解のとおりです。

132 基本設計書 GEN-7 9 5

特記仕様書 9.防水工事に地下外壁塗膜防水
Y-1とありますが、施工範囲が不明です。内
部側が二重壁となっているので、不要と考え
て宜しいでしょうか。必要な場合は施工範囲
を併せて御指示下さい。

ご理解のとおりです。

133 基本設計書
A-33～
35

間仕切の種別は下記のように考えて宜しいで
しょうか｡不可の場合は､各間仕切の種別を御
指示下さい｡
□防火区画(兼防煙区画)･･･ALC版 t=100
□防火上主要な間仕切･･･1時間乾式耐火間
仕切
□その他間仕切･･･LGS65型 床～天井まで

ご理解のとおりです。

134 基本設計書
A-33～
35

上記質疑が宜しい場合､乾式耐火間仕切の
仕様が不明です｡御指示下さい｡

石膏ボード（１時間耐火間仕切壁）としま
す。

26/53



基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

135 基本設計書
A-33～
35

遮音性能を有する間仕切壁は不要と考えて
宜しいでしょうか｡必要な場合は､該当箇所を
御指示下さい｡

１階 ＩＣＵ個室1・2、ＨＣＵ（感染）1・2、看護
師当直1・2、医師当直1・2、仮眠1・2、当直
1・2・3・4 を該当箇所とします。

136 基本設計書
A-33～
35

ALC面･地下二重壁面にはLGS65型+GB+各
部屋表層仕上と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡

ご理解のとおりです。

137 基本設計書
A-33～
35

外壁面･柱型・内壁面RCの壁納まり詳細が不
明です｡GL工法にてGBを施工すると考えて宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

138 基本設計書
D-14～
24

仕上表 各部屋の壁下地がGBと記載がありま
すが､壁面はGB-R t=12.5と考えて宜しいで
しょうか｡また､水廻りの部屋には､GB-S
t=12.5 不燃材を使用すると考えて宜しいで
しょうか｡併せて御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

139 基本設計書 D-18

1階XTV･CT･2階OP室 仕上表に放射線防御
とありますが､仕様が不明です｡LGS+鉛入ﾎﾞｰ
ﾄﾞ(PB t=12.5+Pb2.0)床～ｽﾗﾌﾞ底まで､天井は
不要と考えて宜しいでしょうか｡また､耐火間仕
切面には､鉛入ﾎﾞｰﾄﾞを増貼と考えて宜しいで
しょうか｡併せて御指示下さい｡

ご理解のとおりです。
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タイトル 質問

項
回答

140 基本設計書
D-14～
23

仕上表 天井廻り縁の記載がありませんが､風
除室以外の全ての部屋に塩ﾋﾞ製の廻り縁が
必要と考えて宜しいでしょうか｡
また､風除室はｱﾙﾐ製の廻り縁と考えて宜しい
でしょうか｡併せて御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

141 基本設計書
D-14～
23

仕上表 各部屋にﾗｲﾆﾝｸﾞの記載があります
が､天板･腰の仕様は下記のように考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
□天板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ t=25
□腰:LGS65型+各部屋下地+表層仕上
H=1000

ご理解のとおりです。

142 基本設計書 D-1～3

B1階組立･包装室に点線表記で作業台･立体
倉庫等の記載がありますが､別途工事と考え
て宜しいでしょうか｡また､その他の部屋の点
線表記の物も同様に別途工事と考えて宜しい
でしょうか｡
不可の場合は､各部屋本工事の物を御指示
下さい｡

ご理解のとおりです。
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項
回答

143 基本設計書
GEN-
10.A-33
～35

20 25

区画図に防煙垂壁の記載がありますが､特記
仕様書では固定式･可動式の仕様があり､使
い分けが不明です｡全て可動式と考えて宜し
いでしょうか｡不可の場合は､固定式と可動式
の使い分けを御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

144 基本設計書 GEN-10 20 17
天井点検口の員数が不明です｡目地ﾀｲﾌﾟ･気
密ﾀｲﾌﾟごとの員数を御指示下さい｡

実施設計段階での検討事項としてくださ
い。

145 基本設計書 -
消火器ﾎﾞｯｸｽの員数が不明です｡御指示下さ
い｡

実施設計段階での検討事項としてくださ
い。

146 基本設計書 -
AW建具に取り付く額縁はｽﾁｰﾙ t=1.6 SOP塗
装と考えて宜しいでしょうか｡不可の場合は仕
様を御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

147 基本設計書 -
WCの手摺･衛生設備の下地は耐水合板 t=12
を見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

ご理解のとおりです。
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項
回答

148 基本設計書 D14～23

仕上表の巾木:床材巻上げと記載あります
が、立上り端部にｱﾙﾐ製見切を必要と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

149 基本設計書
GEN-
9.D-14
～23

19 2

仕上表 各室床仕上欄にﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(特殊)と
記載がありますが､特記仕様書に3種類の特
殊機能床材の記載がありそれぞれの適用範
囲が不明です｡全て耐薬品床ｼｰﾄ 東ﾘ:ｽｰﾊﾟｰ
Kｼｰﾄﾓｱ程度と考えて宜しいでしょうか｡不可
の場合はそれぞれの適用範囲を御指示下さ
い｡

ご理解のとおりです。

150 基本設計書
GEN-
10.D-14

19 15

壁･天井下地のｹｲｶﾙ板の厚みについて､特記
仕様書でt=6.0及びt=8.0を適用する旨の記載
がありますが､壁下地にt=8.0を適用し､天井下
地にt=6.0を適用すると考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

151 基本設計書 D-18.19

仕上表 1階救急 操作室及び2階手術 手術
管理室 床仕上にﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ(OAﾌﾛｱ)と記載
がありますが､ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ(OAﾌﾛｱ)に読み替
えると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

152 基本設計書
D-14～
23

仕上表 床仕上にﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙと記載がある各
室の巾木仕上について､床材巻上げと記載が
ある箇所は全てﾋﾞﾆﾙ巾木H=60に読み替える
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。
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153 基本設計書 D-9

断面図にｶｰﾃﾝ･ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの図示があり
ますが､使い分けが不明です｡
全てﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽと考えて宜しいでしょうか｡
不可の場合は使い分けを御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

154 基本設計書 D-15
1階ICU･HCU 仕上表にﾒﾃﾞｨｶﾙｺﾝｿｰﾙ･天井
吊ﾌｯｸ･天井吊ｱﾝｶｰの記載がありますが､仕
様が不明です｡御指示下さい｡

Ｒ6～Ｒ9を参照して、実施設計にて検討し
てください。

155 基本設計書 D-15
1階CT･XTV室 仕上表に天井機器吊架台の
記載がありますが､仕様･員数が不明です｡御
指示下さい｡

標準的な、放射線機器を設置するための
架台を想定しています。具体的には、実施
設計にて決定することとします。

156 基本設計書 D-18

1階CT･XTV室 仕上表に配線ﾋﾟｯﾄの記載があ
りますが､仕様･ﾙｰﾄが不明です｡仕様は下記
の通りとし､ﾙｰﾄと併せて御指示下さい｡
□蓋:W=300 ｽﾃﾝﾚｽ 化粧蓋
□ﾋﾟｯﾄ内部:W300×H150 ﾓﾙﾀﾙ金鏝押え

ご理解のとおりです。
ルート延べ長さは、30ｍ程度とします。

157 基本設計書 D-15

1階風除室 仕上表に自動ﾄﾞｱ柵の記載があり
ますが､仕様が不明です｡
また､員数は風除室1に2ヶ所､風除室2に4ヶ
所見込むと考えて宜しいでしょうか｡併せて御
指示下さい｡

員数は、ご理解のとおりです。
仕様は、ステンレスＦＢ12×40ＨＬ、ｗ
1200×ｈ450 とします。
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158 基本設計書 D-19

2階OP室 仕上表に無影灯CP架台と記載が
ありますが､仕様が不明です｡
仕様を御指示下さい｡また､員数は各部屋1ヶ
所と見込んで宜しいでしょうか｡併せて御指示
下さい｡

仕様は、シーリングペンダント吊架台標準
仕様とします。員数は、ご理解のとおりで
す。

159 基本設計書
GEN-
10.D-14

19 8

仕上表 B1階ｵｰﾄｸﾚｰﾌﾞ及びRO機械室にFRP
防水の記載がありますが､納まりが不明です｡
床･立上り(H=150)共にFRP防水+保護ﾓﾙﾀﾙ+
塗床と考えて宜しいでしょうか｡
また､塗床の仕様が不明ですが､特記仕様書
合成樹脂塗床のｴﾎﾟｷｼ樹脂塗床材を適用す
ると考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下
さい｡

ご理解のとおりです。

160 基本設計書 D-14

仕上表 B1階既滅菌保管室 備考欄にﾊﾟｽﾎﾞｯ
ｸｽの記載がありますが､員数及び仕様が不
明です｡2ヶ所必要と考えて宜しいでしょうか｡
仕様･寸法と併せて御指示下さい｡

ステンレスパスボックス（ｗ600×ｈ600、２列
×３段）１箇所とします。

161 基本設計書
GEN-
10.D-14

20 25

仕上表 B1階既滅菌保管室 備考欄にｶﾞﾗｽ垂
壁の記載がありますが､特記仕様書防煙垂れ
壁に記載があるｶﾞﾗｽ製の固定式垂れ壁を適
用すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡

ご理解のとおりです。

162 基本設計書 D-14

仕上表 B1階仕分･洗浄室 備考欄に洗濯機ﾊﾟ
ﾝの記載がありますが､員数が不明です｡3ヶ
所見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

ご理解のとおりです。
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163 基本設計書 D-14

仕上表 B1階仕分･洗浄室 備考欄に流し付作
業台の記載がありますが､仕様が不明です｡
御指示下さい｡

ステンレス製流し台、標準品とします。

164 基本設計書
D-14.M-
3

仕上表 B1階器材保管室･作業室 備考欄に
流し台の記載がありますが､衛生器具表では
実験流しと相違しております｡衛生器具表を正
と考えて宜しいでしょうか｡可の場合は､実験
流しの仕様を御指示下さい｡

ご理解のとおりです。
仕様は、ダルトン 実験流し（天板 ニュー
レソール） 同等品とします。

165 基本設計書 D-15

各階廊下･EVﾎｰﾙ 仕上表に手摺とあります
が、仕様･設置範囲が不明です。ﾋﾞﾆｰﾙﾊﾝﾄﾞ
ﾚｰﾙ 幅50と考えて宜しいでしょうか｡
また､設置範囲は廊下全周に施工すると考え
て宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡

ビニールハンドレール w40×d32 だ円型
とします。設置範囲はご理解のとおりです。

166 基本設計書 -
ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞの記載が図中ありませんが､
不要と考えて宜しいでしょうか｡必要な場合､
範囲及び仕様と併せて御指示下さい｡

設置範囲は、各階廊下・EVホールに設置と
し、仕様は、メラミン不燃化粧板 3.0ｍｍ、
Ｈ800、上部ＭＤＦ下地オレフィンシート貼見
切材 とします。

167 基本設計書 -

LGS面に壁付手摺を施工する場合は､下地
H=200 ｽﾁｰﾙ t=1.6を必要と考えて宜しいで
しょうか。御指示下さい。
(D15)

ご理解のとおりです。
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168 基本設計書 D-2

1階器材庫1･ICU間､間仕切りと外部建具が取
合う箇所に下記仕様のｻｯｼ方立を見込むと考
えて宜しいでしょうか｡
不可の場合は､納まりを御指示下さい｡
□方立:110×50 小口枠110×25 ｽﾁｰﾙ t=1.6
SOP塗装 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填

ご理解のとおりです。

169 基本設計書 D-15

仕上表 1階ICU部門前室1等に腰ｽﾃﾝﾚｽｶﾞｰﾄﾞ
H=1000の記載がありますが、仕様が不明で
す。下記の様に考えて宜しいでしょうか。
不可の場合は､仕様を御指示下さい。
□ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟﾈﾙ:t=1.0 HL仕上
□腰天端壁見切:15×20 ｽﾃﾝﾚｽ t=1.0 HL仕
上

ご理解のとおりです。

170 基本設計書 D-15

1階ｽﾃｯﾌｽﾃｰｼｮﾝ 仕上表にOAﾌﾛｱの記載が
ありますが､H寸法が不明です｡H=100と考え
て宜しいでしょうか｡
また､その他部屋も同様にH=100と考えて宜し
いでしょうか｡部屋毎にH寸法が異なる場合
は､部屋毎のH寸法を御指示下さい｡

ご理解のとおりです。
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171 基本設計書 D-1

地下ニ重壁内の仕上について､下記のように
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
□外壁面:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地
□天井:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地
□二重壁内溝:W200×H100 ｺ型 防水ﾓﾙﾀﾙ
金鏝押え
□水抜きﾊﾟｲﾌﾟ:L=250 VP φ50 ｽﾃﾝﾚｽ排水
目皿付き 1ｽﾊﾟﾝ2か所

ご理解のとおりです。

172 基本設計書
GEN-
7.D-1.5

特記仕様書 各水槽の防水仕様が記載されて
いますが､各水槽の該当範囲が不明です｡ﾋﾟｯ
ﾄ仕上は下記のように考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡
□水槽:床･壁-塗膜防水 ｴﾎﾟｷｼ樹脂系､天井
-押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ
□排水処理設備:床･壁-塗膜防水 ｴﾎﾟｷｼ樹
脂系､天井-ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修
□配管ﾋﾟｯﾄ･B1階ﾋﾟｯﾄ:床-ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝押え､
壁:ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修､天井-押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑ

各水槽の種別は、Ｍ08参照してください。
ピット仕上は、水槽、配管ピットは、ご理解
のとおりです。排水処理設備は、配管ピット
と同じ仕様とします。
また、高温排水槽の防水は、耐熱仕様（１０
０℃）とします。

173 基本設計書 D-1.5

各水槽･配管ﾋﾟｯﾄの床下点検口の員数･ﾀﾗｯﾌﾟ
の仕様が不明です｡下記のように考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
□各水槽:各1ヶ所
□配管ﾋﾟｯﾄ:4ヶ所
□B1階ﾋﾟｯﾄ:4ヶ所
□ﾀﾗｯﾌﾟ:W400×D200 φ19 研磨無し @350

床下点検口の員数は、
各水槽：各１箇所 計６箇所
配管ピット：８箇所
Ｂ1階ピット：８箇所
とします。
タラップの仕様は、ご理解のとおりです。
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174 基本設計書 D-1.5

各水槽･配管ﾋﾟｯﾄの釜場の員数･仕様が不明
です｡下記のように考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡
□各水槽:W600×D600×H600防水ﾓﾙﾀﾙ金
鏝押えの上､塗膜防水-各1ヶ所
□排水処理設備:W600×D600×H600防水ﾓﾙ
ﾀﾙ金鏝押えの上､塗膜防水-各1ヶ所
□配管ﾋﾟｯﾄ:W600×D600×H600 防水ﾓﾙﾀﾙ
金鏝押え-4ヶ所
□B1階ﾋﾟｯﾄ:W600×D600×H600 防水ﾓﾙﾀﾙ
金鏝押え-4ヶ所

釜場の仕様は、ご理解のとおりです。但し、
高温排水槽の防水は、耐熱仕様（１００℃）
とします。
員数は、ご理解のとおりです。

175 基本設計書 D-1.5

配管ﾋﾟｯﾄ･B1階ﾋﾟｯﾄの人通口･通水管･通気管
の員数が不明です｡下記のように考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡
□人通口:φ600 1ｽﾊﾟﾝ1ヶ所
□通水管:1ｽﾊﾟﾝ2ヶ所 VP φ100 半割
□通気管:1ｽﾊﾟﾝ2ヶ所 VP φ100

人通口、通水管、通気管の員数は、ご理解
のとおりです。
それ以外に、設備配管用のスリーブ
150φ×３２箇所を見込んで下さい。

176 基本設計書 D-1

B1階救急車駐車ｽﾍﾟｰｽと排水処理設備へ降
りる階段に間仕切の記載がありますが､仕様
が不明ですALC t=100と考えて宜しいでか｡御
指示下さい｡

ご理解のとおりです。

177 基本設計書 D-1.5
排水処理設備へ降りる階段の仕様が不明で
す｡RC階段の上､ﾓﾙﾀﾙ金鏝押えと考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。
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178 基本設計書 D-25.28

1階 HCU(感染)2の建具について建具ﾘｽﾄで
はLSD15:1ヶ所 LSD22:2ヶ所ですがｷｰﾌﾟﾗﾝで
はLSD22:2ヶ所で相違しています。ｷｰﾌﾟﾗﾝを
正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

179 基本設計書 D-25.30

SSDW42について建具ﾘｽﾄでは12ヶ所ですが
ｷｰﾌﾟﾗﾝでは3ヶ所で相違しています。ｷｰﾌﾟﾗﾝ
を正と考えて宜しいでしょうか。御指示下さ
い。

ご理解のとおりです。

180 基本設計書 D-25.30

2階 配盤準備室2のXSD21について建具ﾘｽﾄ
では3ヶ所ですがｷｰﾌﾟﾗﾝでは2ヶ所で相違して
います。ｷｰﾌﾟﾗﾝを正と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

181 基本設計書
D-
25.27.30

ｷｰﾌﾟﾗﾝにおいてSS01.02.11.21～25の記載が
ありますが、建具ﾘｽﾄにはSS01しか記載があ
りません。ｷｰﾌﾟﾗﾝのSS01.02.11.21～25を
SS01に読み替えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

182 基本設計書 D-25.28

ｷｰﾌﾟﾗﾝ 1階 操作室にLSD10の記載がありま
すが、LSD10は建具ﾘｽﾄに記載がありませ
ん。LSD13と同仕様と考えて宜しいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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183 基本設計書 D-25.28

SD91について姿図では両開き戸となっており
ますが、ｷｰﾌﾟﾗﾝでは2連両開き戸･4連両開き
戸となっております。ｷｰﾌﾟﾗﾝの形状を正と考
えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

184 基本設計書
D-24～
27

外部建具のｶﾞﾗｽについてLow-e複層ｶﾞﾗｽと
記載がありますが､Low-e6+A6+FL6と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

Low-e6+A6+FL5とします。

185 基本設計書
D-24～
27

内部建具について､建具表 LSD-22等の姿図
にｶﾞﾗｽの仕様がありません｡特記無き限り
FL6と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

186 基本設計書
D-28～
30.32

両開き戸ついて、建具姿図ではW1800と記載
がありますが、建具表ではW1500と記載があ
り相違しています。建具表を正と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

187 基本設計書 D-30.32

建具ﾘｽﾄにて框折れ戸と記載されたSSD42に
ついて姿図がありません。ｷｰﾌﾟﾗﾝから4枚引
分け折れ戸と考えて宜しいでしょうか。またｶﾞ
ﾗｽの範囲が不明です。ｶﾞﾗｽは不要と考えて
宜しいでしょうか。また必要な場合は姿図を御
指示下さい。

ご理解のとおりです。
ただし、救急入口に関しては引込としてくだ
さい。
ガラスは、必要とし、ガラスの範囲は、全面
ガラス框とします。
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188 基本設計書 D-30.32

建具表 SSDW42について姿図の記載があり
ません。框の形状は姿図16と同様と考えて宜
しいでしょうか。不可の場合は姿図を御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

189 基本設計書 D-30.32

建具表 SSDW52について姿図の記載があり
ません。框の形状は姿図16と同様とし、両袖
FIX付考えて宜しいでしょうか。不可の場合は
姿図を御指示下さい。

ご理解のとおりです。

190 基本設計書
D-
06.31.32

ｶﾞﾗﾘの記載があるSDW42.SSD42.AWについ
て姿図にｶﾞﾗﾘの記載がありません。立面図よ
りｶﾞﾗﾘはH200と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

SSDW42、SSD42については、Ｈ400としま
す。
AWについては、Ｈ200とします。

191 基本設計書 D-31.32

建具ﾘｽﾄにおいてｶﾞﾗﾘの記載があるSD12.34
について姿図にｶﾞﾗﾘの記載が無く範囲が不
明です。不要と考えて宜しいでしょうか。また
必要な場合は姿図を御指示下さい。

ご理解のとおりです。

192 基本設計書
D-
25.29.32

建具ﾘｽﾄにおいて1階階段のSD11が片開き戸
と記載されておりますが、姿図･ｷｰﾌﾟﾗﾝだと引
込戸となっており相違しています。引込戸を正
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

片開き（常時開放煙感連動）とします。

193 基本設計書 D-07

南東 立面図 R階にｱﾙﾐｶﾞﾗﾘの記載がありま
すが、建具表には記載がありません。立面図
を正とし W1000×H3200 B-2種仕上と考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

39/53



基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

194 基本設計書 D-07

南西 立面図 B1階にｼｬｯﾀｰの記載があります
が、建具表には記載がありません。建具表を
正とし不要と考えて宜しいでしょうか。また必
要な場合は仕様を御指示下さい。

電動・重量シャッターとします。

195 基本設計書 GEN-05
工事区分表において電気錠が本工事となっ
ておりますが建具表に記載がありません。適
用となる建具を御指示下さい。

地下1階4箇所、1階9箇所、2階3箇所の計１
６箇所を電気錠とします。

196 基本設計書 GEN-09 16 4

網戸について、特記仕様書では適用となって
いますが建具表には記載がありません。AW
に見込むと考えて宜しいでしょうか。御指示下
さい。

ご理解のとおりです。

197 基本設計書 GEN-09 16 3
ｱﾙﾐ製建具の耐風圧性について記載がありま
せん。S-4と考えて宜しいでしょうか。御指示
下さい。

ご理解のとおりです。

198 基本設計書 GEN-09 16 7
ｽﾃﾝﾚｽ製建具の仕上について記載がありま
せん。HL仕上と考えて宜しいでしょうか。御指
示下さい。

ご理解のとおりです。

199 基本設計書 GEN-09 16 5 6
鋼製建具･軽量鋼製建具の仕上について記
載がありません。外部は2-FUE･内部はEP-G
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

200 基本設計書 -

OP室･CT室･XTB室に面する建具は放射線遮
蔽建具と考えて宜しいでしょうか。またｶﾞﾗｽは
鉛入りｶﾞﾗｽ 鉛当量2.0mmPb t=9.0と考え
て宜しいでしょうか。併せて御指示下さい。

ご理解のとおりです。

201 基本設計書
GEN-
09.D-31

20 10
衝突防止ｻｲﾝについて建具表に適用箇所の
記載がありません。SSD32.SSDWのｶﾞﾗｽに
@300で適用と考えて宜しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

202 基本設計書 -
改修対象室となる壁・天井は下地･軸共に撤
去し､下地･軸共に新設すると考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

203 基本設計書 -
改修範囲の新設間仕切は乾式耐火間仕切と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

204 基本設計書
D-23.R-
13

既存1階風除室 仕上表ではCH2500と記載が
ありますが､参考資料ではCH=3115とあり､天
井高さが相違します｡仕上表を正と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡

参考資料を正とします。

205 基本設計書
D-23.R-
13

既存ｴﾝﾄﾗﾝｽﾎｰﾙ 仕上表では化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
と記載がありますが､参考資料では岩綿吸音
板とあり､天井仕上が相違します｡仕上表を正
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

参考資料を正とします。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

206 基本設計書
D-24～
27

改修に伴う既存建具の撤去について、撤去建
具の仕様か不明です。以下のように考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい。
□風除室 SSD W2000×H2500
両開き框戸
□2階分娩室 AW W1200×H1000
引き違い窓
□2階MFICU AW W1000×H1000
引き違い窓
□内部片開き戸 SD W800×H2100
□内部親子開き戸 SD
W1200×H2100
□内部引込戸 SD W1600×H2100
□ｶﾞﾗｽ:Low-e6+A6

ご理解のとおりです。
但し、ガラスは、ＦＬ6 とします。

207 基本設計書 GEN-12 5 6 7

建具改修工事 鋼製建具･軽量鋼製建具の仕
上について記載がありません。外部は2-
FUE･内部はEP-Gと考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

ご理解のとおりです。

208 基本設計書 A-31
屋上プレイスカラプチャーのイメージ写真があ
ります。メーカー品番等ありましたら御指示く
ださい。

イメージ写真のため、メーカー品番等は、あ
りません。

209 基本設計書 Ｄ-24
手術棟地階Ｘ3～4、Ｙ5～6間は、Ｄ24図によ
るとピットとの記載があります。仕上げ等なし
と考えてよろしいですか。

仕上は、質疑№172の配管ピットと同様とし
ます。

210 基本設計書
セキュリティーについて、電気錠の記載が工
事区分にありますが、制御方法及びセキュリ
ティー区画等をご教示願います。

制御方法は、集中管理ではなく、個別方式
とします。セキュリティ区画については、廊
下とその他の部分とします。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

211 基本設計書
既滅菌室のクリーン度設定はなしでよろしい
でしょうか。御指示下さい｡

一般清潔区域とします。

212 基本設計書
放射線シールドは、Ｐｂ2.0㎜程度と考えて宜
しいでしょうか。御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

213 基本設計書 Ｄ-03
分娩と蘇生室との間にｅｘｐ．Ｊがあり、クリー
ン度が保てない恐れがあるので、2重扉を見
込んで宜しいでしょうか。御指示下さい｡

２重扉は、使用に支障があるので、１重扉
でクリーン度が保てる様、検討してくださ
い。

214 基本設計書 Ｄ-30
2階器材庫4の建具がＸＳＤとなっていますが、
シールドはないと考えて宜しいでしょうか。御
指示下さい｡

ご理解のとおりです。

215 基本設計書
Ｄ-02
Ｄ-03

Ｘ6～7間のｅｘｐ．Ｊの位置が1階と2階でずれ
ておりますが、水平にｅｘｐ．Ｊが入ると考えて
宜しいでしょうか。御指示下さい｡

ご理解のとおりです。

216 基本設計書

仕上表にある床レベルは、仕上レベルと考え
て宜しいでしょうか。また、スラブレベルの上
がり下がりの範囲とレベルをご教示願いま
す。

ご理解のとおりです。スラブレベルの上がり
下がりは、実施設計範囲とします。

217 基本設計書
アートの内容は、実施設計での提案として宜
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

218 基本設計書 A-43 工事仮設計画

工事関係者の駐車場は工事ﾔｰﾄﾞ内で賄うも
のと考えれば宜しいでしょうか。
また、その際の駐車料金の課金方式につい
て、具体的にお考えはありますでしょうか。

ご理解のとおりです。課金は有りません。

219

基本設計書
3．建築計画
8．基本設計
図

A32～35
D24～32

3

8

7

5

2

1

（1）
（2）

防火区画
水平区画
防災計画地下1
階～2階
建具ｷｰﾌﾟﾗﾝ
建具リスト

A32防災計画方針の3-7-2防災計画(1)防火
区画には「既存棟と手術棟の境界付近に水
平区画を設ける」，（2）水平区画には「各階の
既存建物との接続部分には，常開の防火戸
を設置する」とありますが，A33～35各階防災
計画図の既存～増築取合部分のSS等に防
火区画を示す赤線表示がありません。また，
基本設計図の建具キープラン・建具リストで
判読できません。
これらSS等のうち，防火区画が必要な箇所が
ありましたら，改めて赤線表示を追記した修
正図をいただけないでしょうか。また基本設計
図の建具表にて該当するSSの防火設備仕様
を表現いただけないでしょうか。

既存建物との接続部分の防火区画は、別
途送付する別図を参照下さい。廊下部分の
区画については、建具表を正（ＳＳ部分）と
し、防火設備仕様は、
耐火スクリーンシャッターとします。

220
基本設計書
3．建築計画

A32～35 3 7 2 （3）
排煙設備
防災計画地下1
階～2階

基本設計書では，各階居室の排煙設備を平
12年建告1436-四-ハ（4）により免除している
室が多数ありますが，かつて堺市建築指導課
では居室の排煙免除はハ（3）によるよう指導
していました．
本計画においては，ハ（4）による排煙設備免
除が支障無いことを堺市建築指導課または
確認審査機関に事前確認済でしょうか．

本計画において、ハ（４）による排煙設備免
除が支障無いことを、和泉市建築・開発指
導室に確認済みです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

221
基本設計書
3．建築計画

A33 3 7 2
防災計画
地下1階

地階の既存改修部分解剖室・霊安室各室の
排煙区域区分が不明です。
いずれの室にも窓が無いことから，居室であ
る解剖室はハ（4），その他の非居室はハ（2）
による排煙設備免除と考えてよろしいでしょう
か。

ご理解のとおりです。

222

基本設計書
3．建築計画
8．基本設計
図

A34
D30

3 7 2
防災計画
1階

1階エントランスホール，EVホール，廊下5の
排煙区域区分が自然排煙の白色となってい
ますが，直接外気に面する窓開口がありませ
ん。
風除室2のSSDW52・2か所の上部欄間を連動
型の排煙外倒し窓としてよろしいでしょうか。

ご理解のとおりです。

223
基本設計書
3．建築計画

A35 3 7 2
防災計画
2階

2階EVホールおよび看護師控室2の排煙区域
区分が自然排煙の白色となっていますが，直
接外気に面する窓開口がありません。
EVホールは機械排煙区域，看護師控室2は
告示ハ（4）による排煙設備免除と考えてよろ
しいでしょうか。

ご理解のとおりです。

224

基本計画書
・構造計画
基本設計書
4．構造計画

P18

S01～03

1
2

基本方針
設計方針など

基本計画書および基本設計書の構造計画
に，既存部分の耐震診断・耐震補強の要不
要に関する記載がありませんが，いずれも不
要と考えてよろしいでしょうか。

既存部分については、耐震改修済みです
が、今回工事の既存一部撤去に伴い、新
たな耐震改修等が必要となります。なお、
新たな耐震改修等については、本件には
含まないものとします。

225 基本設計書 1 適用法規制
土壌汚染については、無いものとし、調査費
用、申請手続き及び対策・処分費用共に、別
途としてよろしいでしょうか？

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

226 基本設計図 D03
手術部のｼｰﾙﾄﾞ
仕様」

放射線防護(扉共)が必要なのは手術室3室と
アンギオのみと考えてよろしいでしょうか

ご理解のとおりです。

227 基本設計図
D29
D32

仕上

ＳＤ１３（姿図０４）についてリストではガラリで
すが、姿図ではガラスです。ガラリを正と考え
てよろしいですか。又、ガラスが正の場合、フ
ロートｔ６と考えてよろしいですか。

ガラリを正とします。

228 基本設計図
D28～
D32

仕上

各種建具のガラスについて下記のように考え
てよろしいですか
ＬＳＤ１２（姿図２２） フロートｔ６
ＬＳＤ１３（姿図２３） フロートｔ６
ＬＳＤ２２（姿図２２） フロートｔ６
ＳＤ１２（姿図０３） フロートｔ６
ＳＤ２２（姿図１１） フロートｔ６
ＳＳＤ２２（姿図２２） フロートｔ６
ＳＳＤ３２（姿図２２） フロートｔ６
同上用防火設備部 網入ｔ６．８
ＳＳＤ４２（姿図２２） フロートｔ６
ＳＳＤＷ４２ 強化ｔ８
ＳＳＤＷ５２ 強化ｔ８
ＡＷ２～５３、ＳＷ４１、ＸＳＷ４１ フロートｔ６
ＬＳＤ０５他小窓部 フロートｔ６

・ＬＳＤ12、ＬＳＤ22、ＳＤ12、ＳＤ22、ＳＳＤ
22、ＳＳＤ32、ＳＳＤ42：強化ｔ8 飛散防止ﾌｨ
ﾙﾑ
・ＬＳＤ13：フロートｔ6
・ＳＳＤ32（防火設備部）：網入ｔ6.8 飛散防
止ﾌｨﾙﾑ
・ＳＳＤＷ42、ＳＳＤＷ52：強化ｔ8
・AW2～53：Low-e６＋Ａ６＋FL５
・XSW41：鉛入りｶﾞﾗｽ 鉛当量2.0mmPb
t=9.0
・LSD05他小窓部：フロートｔ6

とします。

46/53



基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

229 基本設計図
Ｄ35
Ｄ39

躯体
独立基礎・礎版・土間コンクリート・壁・床の配
筋要領をご指示下さい。

基本設計では、以下のとおりとし、実施設計で
適宜調整いただくものとします。

①独立基礎：下端筋D22@150、上端（はかま）
筋D13@300

②底版：D16@150ダブルクロス
③土間コンクリート：D10@200ダブルクロス
④壁：外壁-縦横D10@150ダブル

内壁-縦横D10@200ダブル
⑤床：一般部-短辺D10D13@200ダブル、

長辺D10@200ダブル
PS-短辺・長辺ともD10D13@200ダブル
便所-短辺・長辺ともD13@200ダブル

230 基本設計図
GEN14
D39

躯体
総合特記仕様書（構造１）で帯筋はスパイラ
ル筋を採用すると記載がありますが、柱の中
子筋はＨ形と考えてよろしいですか。

柱の中子筋も、スパイラル筋とします。

231 基本設計図 仕上

間仕切は下記の通りと考えて宜しいですか。
防火区画－ＬＧＳ＋ＧＢ－Ｆｔ１２．５

＋硬質ＧＢｔ９．５
防火上主要な間仕切－防火区画に同じ
防煙区画－ＬＧＳ＋ＧＢｔ１２．５＋９．５
その他の一般間仕切－ＬＧＳ＋ＧＢｔ１２．５

＋９．５
水廻り－ＧＢ－Ｓｔ１２．５＋９．５
壁仕上がケイカル板＋仕上の部屋

－ＧＢｔ１２．５＋ケイカル板ｔ８
ＲＣ面はＧＢｔ１２．５ ＧＬ工法

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

232 基本設計図 仕上

天井ボードは下記の通りと考えてよろしいで
すか。
ケイカル板－ケイカル板ｔ６
ＧＢ＋仕上－ＧＢｔ１２．５＋９．５
ＧＢ＋岩綿吸音板－ＧＢｔ９．５＋岩綿吸音

板ｔ９

ご理解のとおりです。

233 基本設計書 A43 仮設

仮設計画図に、敷き鉄板養生1900㎡とありま
すが、既存アスファルト舗装の状況を考慮し
て、敷き鉄板養生範囲を見直してもよろしいで
しょうか？

入札にあたっては、1900㎡を見込むものと
します。

234 基本設計書 A43 仮設

仮設計画図、西側出入り口既設門扉位置に、
ﾊﾟﾈﾙゲート（W12.6M)とありますが西側出入り
口再整備工事までは、工事用車両出入り口と
して既設門扉を使用してもよろしいでしょう
か？

パネルゲートを設置してください。

235 基本設計書
M05
M06

設備工事

給水引込管の切替は不断水工法指定ですが
ファミリーハウス(別館)系統の切替の際は、電
力・通信・給水・給湯・空調においてバックアッ
プ不要と考えてよろしいですか。

ご理解のとおりです。但し、中断時間は極
力短縮してください。

236 基本設計書
M05
M06

給排水衛生設備
工事

託児所送りの給水取出しは既設塩ビライニン
グ鋼管から不断水工法のご指定ですがライニ
ング補修について適切な工法がありません。
医療スタッフのご指導のもとで停水範囲を最
小としてバックアップする方法と考えてよろし
いですか。

図示の通り、不断水工法とします。

237 基本設計書 D35 8 6 ８．基本設計図

８．基本設計図で、Ｂ１階梁床伏図の共通事
項に土間コンクリートと記載されております
が、強度及びスランプ値が不明です。Ｆｃ－１
８及びＳ－１５と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

Fc21、S15としてください。
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頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

238 基本設計書 GEN-14
特記仕様書（構

造１）

特記仕様書（構造１）で、６．コンクリート工事
の５．混和材料にＡＥ減水剤及び高性能ＡＥ
減水剤が共に適用と記載されておりますが、
適用範囲が不明です。躯体コンクリートは全
て高性能ＡＥ減水剤と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

基本的には、全てＡＥ減水剤を用いることと
しします。但し、Ｓ18の場合は、高性能ＡＥ
減水剤を用いることとします。

239 基本設計書 A33～35 3 7
2～
4

防災計画

基本設計書 3-7 防災計画において間仕切は
下記の様に考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

・防火区画（ＥＶ廻り） 吉野石膏 Ｓウォール 同
等

・防火区画（階段廻り） 吉野石膏 スーパー
ウォールＡ 同等

・防火上主要な間仕切 吉野石膏 スーパー
ウォールＡ 同等

・防煙区画 一般ＬＧＳ間仕切 両面ＰＢ１２．５
＋１２．５（ｽﾗﾌﾞ～ｽﾗﾌﾞ）

・その他間仕切 一般ＬＧＳ間仕切（スラブ～ス
ラブ） 両面ＰＢ１２．５＋１２．５（天井迄）

ご理解のとおりです。

240 基本設計書 D07 8 2 2
立面図(北西・北
東）

建具リストにおいて、ＡＤ－１１にガラリの記載
がありませんが、立面図ではガラリが記載さ
れております。立面図を正と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

241 基本設計書 D-14 8 4 仕上表

基本設計図 8-4 仕上表 地下１階オートク
レーブ及びＲＯ機械室の床に塗床と記載され
ておりますが、防塵塗床と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

242 基本設計書 D-14 8 4 仕上表

基本設計図 8-4 仕上表において巾木に塗床
巻上げと記載されている範囲で床仕上がビニ
ル床シートの部屋がございますが、全て床材
巻上げと読み替え高さはＨ６０として考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

243 基本設計書 D-14 8 4 仕上表

配管ピット内仕上は下記の様に考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
・床 コンクリート鏝押え 素地

・壁 打放面補修 素地

・天井 断熱材スタイロフォーム ｔ２５打込

244 基本設計書 D-14 8 4 仕上表

水槽内仕上は下記の様に考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
・床 コンクリート鏝押えの上 塗膜防水

・壁 打放面補修の上 塗膜防水

・天井 打放面補修 素地

№172を参照下さい。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

245 基本設計書 D24 8 5 1 建具キープラン

AＷ、その他建具のガラスの仕様は次の通り
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
AW：Low-e６＋Ａ６＋FL５
ガラス框ドア：強化ガラス５ｍｍ＋

飛散防止フィルム
ＸＳＷ等鉛入建具：鉛入ガラス

Pb１．５当量 ６．５mm

№228を参照下さい。

246 基本設計書 D28～32 8 5 5 建具リスト

以下の建具の仕上は次の通りと考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
LD：軽量鋼製建具(焼付塗装)
LSD：軽量鋼製建具(焼付塗装)
SD：鋼製建具(SOP塗装)
SSD：ステンレス製建具（HL)

ご理解のとおりです。

247 基本設計書 D28～32 8 5 5 建具リスト

建具リストにおいて、「自」と記載されているも
のはシャッターを除き、すべて自動扉と考え、
エンジン装置が必要と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

ご理解のとおりです。

248 基本設計書 GEN-09 8 9
特記仕様書(建
築3)

特記仕様書（建築３） １９内装工事 ２ビニル
床シートの特殊機能床材に３種類記載がござ
いますが、基本設計図 仕上表ではビニル床
シート（特殊）と記載されておりそれぞれの使
い分けが不明です。御指示下さい。

№149を参照下さい。

249 基本設計書
外壁面仕上の下地石膏ボードは
Ｔ１２．５ GL工法と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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基本設計書 ※基本設計書に対する質問への回答については、基本設計時の方針を示すものであり、実施設計時により検討の上、最終決定するものとする。

頁
No. 資料名

該当箇所
タイトル 質問

項
回答

250 基本設計書
特記仕様書（建

築５）

メーカーリスト（意匠）建具工事において、軽
量鋼製建具(半自動)と記載されていますが、
すべてのＬＳＤ引き戸が該当すると考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

ご理解のとおりです。
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その他

頁

251 その他 仮設

手術棟への高圧送りを特高電気室高圧フィー
ダー盤の予備フィーダーに繋ぎ込む工事の際
に他の電気室送りを停電する必要があること
が想定されます。作業の安全確保のために
停電する必要がある場合のバックアップ方
法、仮設発電機等が必要な場合の電気容量
等について御指示願います。

高圧フィーダ盤の下段にある予備ＶＣＢ二
次側へ高圧ケーブルを接続するので基本
的には保護シート等を使用して安全を確保
すれば停電作業の必要はないと考えてい
ます。なお、最終検査や調整のために停電
作業が必要となった場合は、病院の電気
設備主任技術者や関係者等と事前協議を
行い、作業日程を調整の上、実施すること
になります。

252 -

現場事務所は事前準備工事、手術棟増築工
事を通して設置できる場所があると考えて宜
しいでしょうか。ある場合は場所を御指示くだ
さい。

現場事務所は、工事エリア内の別館西側
駐車場部分に継続して設置することができ
ます。

253 基本計画書 73 工程表
工程表は参考で、実施設計、工事期間の変
更は可能でしょうか。

ご理解のとおりです。

No. 資料名
該当箇所

タイトル 質問
項

回答
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